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名物を食べ尽くす！ 盛岡“食道楽”の旅

石垣に映える見事な桜が来園客を迎え
る盛岡城跡公園。「盛岡さくらまつり」の
主会場であり、期間中は園内に並ぶぼん
ぼりが、おまつりムードを盛り上げる。夜
間は桜のライトアップも開催。

1盛岡市内丸1-37　「盛岡さくらまつり」
開催期間：令和7年4月11日（金）～4月27日（日）※予定
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春の城下町を鮮やかに彩る
盛岡を代表する桜の名所

盛岡地方裁判所の敷地内にあり、国の天
然記念物に指定されている「石割桜」。
巨大な花崗岩の狭い割れ目から突き出
た、樹高11mものエドヒガンザクラが咲
き誇る姿はまさに圧巻。

1盛岡市内丸9-1（盛岡地方裁判所）
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国の天然記念物に指定
生命力に溢れた一本桜

明治4年から28年まで、石川啄木の母方
の伯父が住職を務めたことで知られる名
寺。境内には子安地蔵や六地蔵が。国
の天然記念物に指定されている「モリオ
カシダレ」が、参拝者を迎える。

1盛岡市名須川町7-2
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北限に咲く国の天然記念物
見る者を圧倒する枝垂れ桜

今が見ごろ！ 盛岡桜名所巡り

ご当地グルメ「盛岡冷麺」の元祖として名
高い『食道園』。「冷麺」（1,000円）は、牛肉
などを惜しみなく使った上品なスープと、ツ
ルツルとした麺が特徴。「なるほど、これが
元祖の味か」と納得する一杯。
1盛岡市大通1-8-2　2019-651-4590
311：30～15：00（14：30LO）、17：00～22：00（21：30LO）
4第1・3火曜
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今月の特集は岩手県「盛岡」です。今月の特集は岩手県「盛岡」です。
ノスタルジーを感じる街並みの盛岡！ノスタルジーを感じる街並みの盛岡！
私が真っ先に思いつくのは…私が真っ先に思いつくのは…

盛岡冷麺！ わんこそば！ 盛岡じゃじゃ麺！盛岡冷麺！ わんこそば！ 盛岡じゃじゃ麺！
王道の盛岡三大麺ですね。王道の盛岡三大麺ですね。

結局“食”に行きつく自分に笑えます（笑）結局“食”に行きつく自分に笑えます（笑）

櫻山で長年、変わらぬ味で親しまれている中華料
理店。カウンター9席の店内は開店とともに満席
に。滋味深い味わいの「水餃子」（6個・660円）は、
地元民に愛され続ける定番メニュー。

1盛岡市内丸4-8
2019-622-7242
312：00～13：30LO、17：30～20：30LO
4日曜（日・月曜連休の場合は営業、月曜休み）

餃子の店 白
パ イ カ ル

乾児

※掲載の情報は、本誌発行後、変更になる場合もありますので、予めご了承ください。
4月21日（月）の河北新報朝刊は休刊日のためお休みとなります。

創業者である父が好きだった童話作家・宮
沢賢治の「やまなし」から命名。現在は娘の
高橋さんが店主となり、自家焙煎した豆の
販売を行っている。喫茶では、深煎りの一
杯によく合う自家製プリンも人気。
1盛岡市紺屋町5-33　2019-651-7207
310：00～17：00（店内飲食11：00～15：30LO）
4日・水・木曜

クラムボン
昨年、内丸から新たに誕生した複合施設へ
移転。オープンキッチンのある空間で、アラ
カルトを中心にしたメニューをカジュアルに
楽しめる。おすすめは「シャトンのざく切り
ハンバーグステーキ」（1,650円）。
1盛岡市中ノ橋通1-6-8 monaka2F　2019-653-0234
311：00～15：00（14：00LO）、17：30～20：00LO
4火曜
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石畳のプロムナードに続く路地の奥にある、
蔵を改装したイタリア料理店。信頼を寄せ
る農家から届く旬の食材を使い、その個性
を際立たせるメニューを提供。地場食材の
旨みが絡む手打ちパスタは必食。
1盛岡市中ノ橋通1-3-21　2019-613-9005
311：30～13：30LO、18：00～21：00LO、日曜11：00～13：30LO※ディナータ
イムは前日までの完全予約制　4月曜
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岩手のクラフトビール『ベアレン』が手がける、気
軽なビアバー。2022年に生まれ変わったバスセ
ンター内にあり、ビールを存分に楽しめる洗練さ
れた空間が広がる。

1盛岡市中ノ橋通1-9-22 盛岡バスセンター東棟2F
2019-651-6555
317：00～23：00※土曜は15：00～
4年末年始

ビアバーベアレン 中ノ橋

　特集「郷愁の中華そば」では、宮城県内で40年以上愛されてきた中華そばを紹
介します。昔は中華そばといえば町の食堂や中華料理店で食べるのが一般的で
したが、ここ最近は老舗店の閉店が続いています。このままだと懐かしい“中華そ
ば”が消えてしまうのではと危機感を持ち、特集を企画しました。取材を進める中
で、高齢や後継者問題等で取材ができなかった店も多くありました。「いつでも行
ける」と思っていると、いつの間にか閉店していることも。だからこそ、今のうちに
好きな店には足を運び、味の記憶を残しておきたいですね。 
　また、今号には映画監督・岩井俊二さんが審査委員を務
めた「第８回 仙台短編文学賞」の大賞と、プレスアート賞を
掲載。プレスアート賞はKappoでしか読めません。ぜひ、お
楽しみに！

あなたが食べた最初の中華そば、
覚えていますか？

編集長の間借りコラム小林
です

定期購読の申込みは
お近くの河北仙販まで

第８回 仙台短編文学賞／大賞＆プレスアート賞 掲載

 5月号 巻頭特集

宮城で愛される 郷愁の中華そば


